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リンゴ園における窒素施用量の差異が土壌の化学性．樹の生育．
果実の　収量及　び品質　に　及　ぼ　す　影響
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1　は　じ　め　に

1973年から20年間にわたりオーチャード草生下のリンゴ

■紅玉一　園で窒素施用量の試験を行った。1978年以降の試

験成績を基に土壌の化学性・樹体の生育・果実品質等を取

り上げ，施肥量の差が果樹園の生産性の変化に及ぼす影響

について検討を行ったので報告する。

2　試　験　方　法

（1）場　所：当試験場内は場

（2）土　壌：細粒褐色森林土，母材は非閲結堆積岩，洪

積層土壌，土佐SL～CL

（3）供試樹：着色系（阿部）●紅玉’／マルバカイドゥ，

1966年に3年生苗で定植

（4）土壌表面の管理：オーチヤードグラスの全面草生

（5）規　模：1区面積472．51げ（17．5mx27m），区間に

深さ150皿幅10mのコンクリート製の枠を埋設，1区当た

り樹数6本，樹間距離9mx8．8m（12．6本／10a），4処

理，総面積18．9a，総樹数24本

（6）処理区：4N区　窒素20Kg／10a

2N区　窒素10Kg／10a

lN区　窒素5Kg／10a

ON区　窒素OKg／10a

表1　土壌の化学的性質

リン酸・カリは，各処理区共通で5Kg／10a・10Kg／10

a施用した。肥料は，哨安・苦土垂焼りん・硫酸加里を使

用し3月中旬に全面施用した。

（7）調査項目

土壌分析：PH（H20）・全窒素・全炭素・石灰飽和度

樹体調査：幹周・樹冠占有率・努定枝重

果実品質調査：着色程度（着色面積を完全着色に換算して

果面全体の80％以上を良，80～60％を中，60％以下を不良

とした）・糖度・リンゴ酸

果実収量調査：収量・果数

3　試験結果及び考察

（11土壌の化学性の経時変化

結果は表1のとおりであった。

PH（H20）は∴深さ0～5cm及び5～10cmの土層では

1978年に6．1以上あったものが，1992年には窒素無施用の

ON区や窒素施用量の少ない1N区では5．3前後にとどまっ

たのに対し，窒素最多施用の4N区では4．6と大きく低下

した。しかし，深さ10cm以下の土層では処理による差はな

かった。石灰飽和皮については，深さ0－5cm及び5－10

皿の土層では2N区，4N区で大きく低下したが，深さ10

皿以下の土層では変動が少なく，2N区を除いて横ばいか

微増であった。このことから，窒素肥料を長年にわたり義

項 目 年
0 ～ 5 皿　　　　　　　　　　　　　 5 ～ 10 cm 10 － 2 0 cm

O N　　 I N　　　 2 N　　　 4 N O N　　 IN　　　 2 N　　　 4 N O N　　 IN　　　 2 N　　　 4 N

p H

（H 20 ）

7 8 6 ．7 0　　 6 ．5 0　　 6 ．10　　 6 ．20 6 ．3 0　　 6 ．6 0　　 6 ．3 0　　 6 ．2 0 6 ．0 0　　 6 ．3 0　　 6 ．10　　 6 ．3 0

8 2 5 ．7 2　　 5 ．6 5　　 5 ．4 7　　 4 ．78 5 ．4 7　　 5 ．7 6　　 5 ．8 4　　 5 ．2 1 5 ．4 5　　 5 ．6 2　　 5 ．9 7　　 5 ．5 0

9 2 5 ．2 9　　 5 ．4 9　　 5 ．10　　 4 ．6 2 5 ．3 3　　 5 ．3 9　　 5 ．2 7　　 4 ．7 8 5 ．16　　 5 ．4 0　　 5 ．2 7　　 5 ．2 9

T － N

（％ ）

7 8 0 ．2 5　　 0 ．2 8　　 0 ．2 7　　 0 ．2 5 0 ．16　　 0 ．14　　 0 ．13　　 0 ．14 0 ．16　　 0 ．14　　 0 ．1 1　 0 ．10

8 2 0 ．2 4　　 0 ．2 9　　 0 ．2 4　　 0 ．3 0 0 ．13　　 0 ．14　　 0 ．13　　 0 ．15 0 ．13　　 0 ．13　　 0 ．11　 0 ．13

9 2 0 ．2 3　　 0 ．2 5　　 0 ．2 5　　 0 ．2 6 0 ．18　　 0 ．23　　 0 ．16　　 0 ．19 0 ．15　　 0 ．18　　 0 ．14　　 0 ．1 1

T － C

（％ ）

7 8 2 ．4 7　　 2 ．6 5　　 2 ．6 9　　 2 ．4 2 1 ．6 1　 1 ．6 7　　 1 ．2 9　 1 ．4 3 1 ．53　 1 ．50　 1 ．19　 1 ．2 1

8 2 2 ．3 6　　 2 ．9 5　　 2 ．27　　 2 ．7 3 1 ．3 8　 1 ．54　 1 ．3 3　 1 ．3 8 1 ．4 1　 1 ．4 4　 1 ．14　 1 ．27

9 2 2 ．4 7　　 2 ．3 3　　 2 ．3 6　　 2 ．5 1 1 ．7 5　　 2 ．20　 1 ．5 0　 1 ．8 1 1 ．4 0　 1 ．73　 1 ．4 0　 1 ．25

石　 灰 7 8 56 ．9　　 53 ．5　　 5 9 ．6　　 5 7 ．4 52 ．4　　 5 6 ．3　　 5 2 ．0　　 56 ．9 3 8 ．9　　 5 0 ．3　　 5 1 ．2　　 5 2 ．7

飽 和 度 …　 8 2 58 ．4　　 56 ．3　　 4 7 ．0　　 3 3 ．0 4 5 ．6　　 5 1 ．7　　 5 2 ．1　 46 ．5 3 9 ．6　　 4 4 ．3　　 4 9 ．1　　 4 9 ．1

（％ ） 9 2 5 2 ．3　　 5 2 ．0　　 4 3 ．1　 3 0 ．4 5 1 ．0　　 5 3 ．4　　 4 8 ．6　　 40 ．2 4 7 ．4　　 5 3 ．1　 4 8 ．9　　 5 8 ．3
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面に施用すると，土壌の表層に近いところから塩基類の溶

脱を促進し．PHを低下させることが確認された。

深さ0－5皿の土層の全窒素は，調査したいずれの年に

おいても全処理区で0．23％以上を示したが，その中で窒素

無施用区は施用区より低い値を示す傾向にあった。これに

対し，深さ5cm以下の土層では1992年のlN区を除いて

0．19％以下と少なく，処理間差に一定の傾向はみられなかっ

た。全炭素は，深さ0～5C皿の土層では調査したいずれの

年においても全処理区で2．3％以上あるに対し，5皿以下

の土層では1992年のlN区を除いて1．8％以下と低い値を

示した。しかし，全炭素は各深さとも処理間差に一定の傾

向はみられなかった。このことから．施肥量の差が土壌の

全窒素・全炭素の変化に及ぼす影響は比較的小さかった。

（2）樹体の生育

窒素施肥量の多い2N区及び4N区は窒素無施肥のON

表2　樹体生育と果実品質

区と比べて，幹周増加量が多い傾向にあり，樹冠占有率は

より早い時期から成園とみなされる80％前後に達した。ま

た，努定技量も4N区で多いことから，窒素を多肥すると

枝の伸長量も多く過繁茂になりやすいことがうかがわれる

（表2）。

（3）収量及び果実品質

収量と収穫果数は．窒素無施肥のON区が多く4N区は

少ない傾向にあった。収量を収穫果数で割った平均1果垂

は処理区間の差が小さかった。

果実の着色程度は，窒素施肥量の多い2N区及び4N区

で不良果率が高く，しかも，処理年数が経過するほどON

区との差が拡大する傾向にあった。着色は，果実に当る光

量との関係が深いことから，枝の繁茂する4N区では不良

果率が高くなったものと推測される。糖度とリンゴ酸は，

処理による差がみられなかった（表2）。

年　 晋 幹 周　 占 莞 率　 讐　 果 数 1 果 垂

Cm　　　　　　　 g

着 色 程 度 （％ ） 糖 度 リ ン ゴ 酸

R M 示 度 g ／10 0 m l良　　　 中　　　 不 良

7 8　　　 0 N 76 ．8　　　 6 5 ．3　 1 5 2 ．0　　　 7 8 9　 19 3 ．0 4 2 ．2　　　 53 ．5　　　 4 ．3 1 2 ．9　　　 0 ．8 1

8 4　　　 0 N 9 0 ．0　　　 74 ，0　　 2 0 7 ．7　　 10 0 1　 20 6 ．6 8 3 ．7　　 14 ．4　　　 2 ．0 13 ．8　　　 0 ．8 9

9 3　　　 0 N 10 1．7　　　 8 3 ．9　　 3 1 4 ．2　　 15 0 3　　 2 10 ．3 50 ．6　　　 4 3 ．5　　　 5 ．8 13 ．8　　　 0 ．89

7 8　　　 IN 74 ．1　　 5 5 ．9　 14 9 ．4　　　 7 6 2　 1 98 ．0 46 ．9　　　 5 1 ．8　　　 1 ．3 13 ．2　　　 0 ．83

8 4　　　 IN 88 ．4　　　 7 1 ．2　　 2 0 7 ．2　　　 9 98　　 2 08 ．4 7 2 ．1　　 2 5 ．3　　　 2 ．6 13 ．4　　　 0 ．8 7

9 3　　　 IN 10 0 ．8　　 7 6 ．4　　 2 6 4 ．2　　 12 4 8　　 2 13 ．5 8 6 ．4　　 12 ．2　　　 1 ．4 14 ．6　　　 0 ．88

7 8　　　 2 N 7 5 ．9　　 6 1 ．8　 14 1 ．6　　　 7 3 1　 1 9 6 ．0 5 2 ．1　　 4 6 ．0　　　 1 ．9 13 ．7　　　 0 ．8 2

8 4　　　　 2 N 9 1 ．7　　 7 8 ．0　 18 7 ．7　　　 8 8 9　　 2 13 ．9 6 4 ．5　　　 3 0 ．9　　　 4 ．6 13 ．6　　　 0 ．8 8

9 3　　　 2 N 10 6 ．5　　 8 0 ．0　　 2 7 3 ．3　　 12 9 9　　 2 0 9 ．6 7 2 ．6　　 12 ．4　　 15 ．1 14 ．5　　　 0 ．9 1

78　　　　 4 N 8 0 ．8　　 6 4 ．0　 1 16 ．7　　　 5 8 1　 2 0 2 ．0 2 2 ．7　　　 6 5 ．7　　 1 1 ．5 13 ．2　　　 0 ．8 2

8 4　　　　 4 N 9 9 ．4　　 8 0 ．4　　 20 6 ．9　　 10 19　　 2 0 4 ．1 4 2 ．7　　　 3 7 ．2　　　 20 ．1 13 ．1　　 0 ．8 2

9 2　　　　 4 N 1 1 1 ．7　　 8 5 ．2　　 23 6 ．8　　 12 5 9　 18 7 ．5 5 7 ．2　　 15 ．5　　　 2 7 ．2 1 5 ．1　　 1 ．0 1

4　ま　と　め

本土壌条件下のリンゴ‘紅玉，／マルバカイドゥは15年

生以降の樹齢において，長期間の窒素無施用区や施用量の

少ない5Kg／10a区でも果実品質・収量は低下しなかった○

一方，窒素施用量の多い20Kg／10a区では，着色不良巣

が多く，しかも土壌化学性の悪化がみられた。このことか

ら，15年生以降の樹齢において，窒素を多く施用すること

は．果樹園の生産性にマイナスとなることが示唆された。
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